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赤い羽根共同募金助成事業の報告とお礼  特殊浴槽
特別養護老人ホーム筑穂桜の園

飯塚市社会福祉協議会  会長  伊 佐 　 便

　皆さまこんにちは。令和７年６月２５日に開催された第１０４回理事
会において、飯塚市社会福祉協議会の会長に就任いたしました伊
佐でございます。
　飯塚市の地域福祉に大きな役割を果たしてきた社会福祉協議
会の重責を担うこととなり、身の引き締まる思いとともに、皆さまの
お役に立てるよう、誠心誠意取り組んでまいります。
　さて、現在、飯塚市でも少子高齢化が進み、在宅生活や介護予防
などの支援が必要とされる一方で、社会福祉協議会には多様化す
る福祉ニーズに対する柔軟な対応が求められています。また、コロナ禍によって生活が困窮
された方々への生活の再建も急務であり、生活スタイルの変化に伴う福祉課題は山積されて
おります。
　社会福祉協議会では、これらの福祉課題の解決や地域福祉の向上に今まで以上に取り組
み、地域の方々との協働による福祉活動を今後も続けていけるよう職員一丸となって努力す
る所存でございます。
　最後に、私自身も民生委員をはじめとする地域での活動経験を生かし、地域の方々の横の
つながりを大切にするとともに、関係機関の皆さまとの連携を密にし、地域に溶け込んだ福祉
活動を展開していきたいと考えておりますので、皆さまのより一層のご支援とご協力をお願
いし、挨拶と代えさせていただきます。

　令和6年度の福岡県共同募金会からの助成金の
交付を受けて、特別養護老人ホーム筑穂桜の園の特
殊浴槽（機械浴）を20年余り経過したものから、今回
福岡県共同募金会の赤い羽根共同募金の一部配分
金で新しく購入することができましたので、ご報告と
お礼を申し上げます。
　浴槽も新しくなり、またストレッチャーの機能が向
上したことで高さ昇降が可能となり、入浴を楽しみに
している利用者様・職員も移乗介助時の負担が軽減
され、安心して入浴ができるようになりました。
　より安全で快適な入浴ができるようになったこと、
募金をしてくださった多くのみなさまに心より感謝申
し上げます。
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◆私たちの住んでいる地域を良くするための募金です。
◆10月から12月までの3か月間、全国一斉に行われます。
◆お年寄りや障がいのある人、子どもやその親など、助けを必要として
　いる人たちのために役立てられます。
◆集まった募金のうち、約75％が市内の身近な福祉活動に、
　残りの約25％が県内の福祉活動に活用されます。
◆災害時には、「災害ボランティアセンター」の運営にも活用されます。

　令和６年度は、皆様の善意により18,203,337 円の
募金をお寄せいただきました。
　皆様から寄せられた募金は、身近な福祉のために活
用されています。
　・福祉啓発事業費
　・児童・青少年福祉費
　・障がい児者福祉費
　・高齢者福祉費
　・地区・校区社協活動費
　・地域福祉整備推進費
　・県域を対象とした福祉事業
　・災害等準備金
　・共同募金運動事務費
皆様の温かいご協力、ありがとうございました。

共同募金のグッズを活用した募金
方法です。
募金額から原価代を引いた金額が
募金実績となります

赤い羽根共同募金運動
期間：10月1日から12月31日まで

令和7年度

赤い羽根共同募金ってな～ぁに!

資材募金も受付中!

はがき募金 はがきを利用して、資材募金のご協力をお願いしています。
職 域 募 金 会社や官公庁など、職場の社員・職員にご寄付をお願いしています。
イベント募金 各種イベントの際で、その場に集まった人にご寄付をお願いしています。
街 頭 募 金 スーパーなどの店頭で街頭募金活動を実施しています。
法 人 募 金 企業・法人を訪問してご寄付をお願いしています。
戸 別 募 金 自治会の協力を得て、世帯ごとにご寄付をお願いしています。

赤い羽根共同募金にはいろいろな協力方法があります!

令和7年度は、２千万円を目標に募金活動を進めて
まいります。皆様のご協力をよろしくお願いします。

ホークスデザインのバッジ又はボールペン

500円分の図書カードまたはクオカード

【500円以上の寄附】

【1,000円以上の寄附】
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日　　時：

場　　所：
参 加 費：
定　　員：
申し込み：

第１回　　令和8年１月15日（木）
第２回　①令和8年1月22日（木）
　　　　②令和8年1月29日（木）　※全日13時半～15時半
飯塚市社会福祉協議会　本所　研修室
無料
15名
飯塚市社会福祉協議会　ボランティアセンター　TEL 0948（23）2210  担当：杉本・是木

　あなたの「声」を誰かがちゃんと聴いてくれたとき心がふっと軽くなった経
験はありませんか？　傾聴とは、相手の話に耳を傾け心を寄せること。ただ
「聞く」のではなく心を込めて「聴く」ことを意味します。コミュニケーションの
中でも特に深い理解と信頼を築くための重要な技術です。
　飯塚市社会福祉協議会では、地域社会において孤立しがちな人たちの悩
みの聞き役となる「傾聴ボランティア」を育成するため、本講座で「傾聴の基
礎」を学びボランティア活動に活かしていただくことを目的に開催します。

　特別養護老人ホーム筑穂桜の園では、5月からミャンマー出身のタン・タン・
ピョウさんとテト・ワイ・ジンさん2人の留学生を迎えています。
  “介護”は対人援助の仕事であり日本の文化や習慣の理解も求められるため、
1年目は、日本語学校で日本語を学び、2～3年目は介護福祉士を目指し、専門学
校へ進学し2年間“介護”について学びます。

　嬉しいことに利用者の皆様も、異国の地で頑張る彼女たちを温かく
迎え入れてくださいました。
　一緒に笑い、時に励まし、同じ時を過ごしている姿を見ると、文化は
違っても「心」が通じているんだなぁと感じます。仲間として互いを思
いやり、理解し支え合い、学び合う姿勢が職場全体のコミュニケー
ションの活性化にもつながっています。

「福祉入門講座」傾聴ボランティア基礎講座を開催します！

♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥

♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥

特別養護老人ホーム筑穂桜の園 ミャンマーからの留学生の受入れのお知らせ

令和6年度 福祉入門講座の様子

※受付は12月からです。 日程等変更になる場合はご連絡いたします。

ぜ ぎ
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　認知症サポーター養成講座を受講され、「さらに認知症への理解を深めたい」「自
分のできる範囲で活動してみたい」と思っている認知症サポーターの皆様。一緒に
地域でできることを考えてみませんか？

講座内容：
日　　時：
場　　所：
対 象 者：
　
定　　員：
申込締切：
申 込 先：

認知症カフェの取り組み・認知症の方への接し方
令和7年11月8日（土）10時00分～11時30分
立岩交流センター
飯塚市に在住・在学・在勤の方でいままで認知症サポーター養成講座を受講したことがある方
★これまで認知症サポーター養成講座を受講されたことが無い方で参加ご希望の方は下記までご相談下さい。
30名
令和7年11月6日（木）
飯塚市社会福祉協議会　地域課　☎0948-２３-２２１０　担当：田上

　8月29日、穂波交流センターにおいて「ふれあい・いきいきサロンお世話人」研修会を開催しまし
た。当日は、79か所で活動している184名のいきいきサロンお世話人さんが参加されました。
　研修会のプログラムは、実践発表としてお世話人さんの今田末美さん・野瀬素子さんが飯塚地区
「徳前いきいきサロン」での活動についてお話いただきましたのでご紹介します。
　活動内容は、年６回公民館で開催し、特技ボランティア、地域包括支援センター、市社協「介護予防
教室」の協力のもと実施しているそうです。バスハイクやお花見、ぜんざい会などの催しも行われて
います。
　一番の特徴は、昼食時に、その時期の「旬」の食材を使い民生委員・福祉委員のお世話人の手作り
料理を参加者へ提供していることです。
　課題としては、ひとり暮らしの男性への声かけ、参加したくても公民館まで行くことができないとい
う送迎の問題、世話人さんの高齢化が進んでいるということです。
　次に、認知症予防：コグニサイズ～脳の健康維持・楽しく運動～をテーマに、杉谷太さん（株式会社
たぬき）を講師に招き、講話と運動を取り混ぜた研修を行いました。

　脳を元気にする方法（認知症予防）では、脳を活性化すること：脳を元気にする効果（笑う・マイナス
言葉を使わない・手を使う・情報収集・散歩・匂い）など、講話と運動を取り交ぜた研修会でした。
　今回の研修会は、お世話人さんの情報交換・情報共有、高齢者の認知症研修を中心にしました。参
加された方々の今後の活動に生かしていただきたいと思います。
　研修会をとおして、地域の皆さんが支えあい・助け合える関係を築き、地域が交流できるような風
土づくりを目指します。
　いきいきサロンを始めてみたい方、サロンの企画等で悩んでいる方、ぜひ市社協にご相談ください。

認知症サポーターフォローアップ研修

サロンお世話人研修会

【問い合わせ先】 飯塚市社会福祉協議会　地域課　☎0948（23）2210

サポーターになったけど…
認知症の知識はあるけど…

たがみ

◆コグニサイズとは？・・・コグニション（認知） ＋ エクセサイズ（運動）＝コグニション（認知予防運動）
　　　　　　　　　　 ：国立長寿医療センターが開発した認知症予防プログラム

㈱たぬき  杉谷様

徳前・今田様、野瀬様
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新
開　

良
正
様　
（
故　

ツ
ル
ヱ
様
）

◇
五
千
円　

新
町
一
区　

永
田　

次
男
様　
（
故　

嘉
代
子
様
）

《
初
盆
寄
付
》

飯
塚
地
区

◇
五
万
円　

徳
前
第
三　

近
藤　
江
美
子
様　

（
故　

良
江
様
）

菰
田
地
区

◇
五
万
円　

昭

和

通　

柴
田　

靖
子
様　

（
故　

純
一
様
）

鎮
西
地
区

◇
五
万
円　

東

潤

野　

久
保
山　
和
朗
様　

（
故　

京
子
様
）

●
穂
波
支
所

◇
一
万
円　

秋　
　

松　

西
園　

清
志
様　

（
故　

艶
子
様
）

◇
一
万
円　

南　
　

尾　

尾
籠　

勝
宜
様
（
故　

キ
メ
子
様
）

◇
一
万
円　

南　
　

尾　

新
川　

米
子
様　

（
故　

良
治
様
）

◇
一
万
円　

神

の

浦　

豊
原　
理
恵
子
様　

（
故　
　

亘
様
）

◇
一
万
円　

平　
　

恒　

河
原　

京
子
様　

（
故　

章
三
様
）

◇
一
万
円　

平
恒
本
町　

松
尾　
久
仁
子
様　

（
故　

藤
利
様
）

◇
一
万
円　

津　
　

原　

大
城　
美
智
子
様　

（
故　
　

守
様
）

◇
一
万
円　

見　
　

田　

横
山　

義
喜
様
（
故　

芙
蓉
子
様
）

◇
一
万
円　

椿
　

　
　

石
田　
　

勉
様　
（
故　
勝 

歌
子
様
）

◇　
　
　
　

椿
　

　
　

和
田　

祥
子
様　

（
故　

ハ
ギ
ヱ
様
）

◇
一
万
円　

弁　
　

分　

岡
松　

悦
子
様　

（
故　

正
美
様
）

◇
一
万
円　

振　
　

興　

櫻
田　

紀
子
様　
（
故　
黒
瀬
ア
ツ
子
様
）

◇
一
万
円　

小
正
三
区　

野
村　

鏡
子
様　
（
故　
小
鶴
ス
マ
子
様
）

《
飯
塚
市
社
協
へ
の
寄
付
》

●
筑
穂
支
所

◇
五
万
円　

大　
　

分　

山
口　

晋
一
様　
（
故　

ミ
エ
子
様
）

《
香
典
寄
付
》

飯
塚
東
地
区
社
協

◇
二
万
円　

上
三
緒
第
三　

田
才　
千
恵
子
様　

（
故　

博
之
様
）

鯰
田
地
区
社
協

◇
二
万
円　

鯰
田
篠
田　

長
野　

貞
子
様　

（
故　

泰
孝
様
）

二
瀬
地
区
社
協

◇
二
万
円　

西

横

田　

花
村　

正
幸
様　

（
故　

道
子
様
）

◇
二
万
円　
　
　
　
　
　

花
村　

謙
一
様　
（
故　

ミ
ツ
子
様
）

幸
袋
地
区
社
協

◇
二
万
円　

幸
袋
本
町　

野
見
山　
俊
郎
様　
（
故　

美
代
子
様
）

平
恒
校
区
社
協

◇
二
万
円　

平
　

恒　

松
尾　
フ
ユ
子
様　
（
故　
久
保
タ
ズ
子
様
）

高
田
校
区
社
協

◇
二
万
円　

久

保

白　

吉
村　
冨
士
子
様　

（
故　

信
敏
様
）

◇
二
万
円　

高　
　

田　

原
田　

三
夫
様　

（
故　

利
江
様
）

椋
本
校
区
社
協

◇
一
万
円　

椿
　

　
　

本
山　

憲
子
様　

（
故　

𠮷
孝
様
）

◇
一
万
円　

椿
　

　
　

瓜
生　

智
代
様　
（
故　
信
田
和
代
様
）

◇
一
万
円　

椿
　

　
　

田
江　

節
子
様　

（
故　
　

勇
様
）

◇
一
万
円　

弁　
　

分　

岡
松　

悦
子
様　

（
故　

正
美
様
）

◇
一
万
円　

太
郎
丸
一
区　

奈
木
野　
加
代
子
様　

（
故　

孝
一
様
）

◇
一
万
円　

天　
　

道　

松
永　

浩
司
様　

（
故　

幸
子
様
）

頴
田
地
区
社
協

◇
一
万
円　

中
央
東
団
地　

大
塚　

秀
幸
様 

（
故　

チ
ヨ
子
様
）

筑
穂
地
区
社
協

◇
一
万
円　

内
住
本
村　

和
田　

英
一
様　

（
故　

禮
子
様
）

◇
一
万
円　

大　
　

分　

末
吉　

洋
一
様　
（
故　

ヒ
サ
子
様
）

◇
一
万
円　

大　
　

分　

力
丸　

裕
子
様　

（
故　

正
範
様
）

◇
一
万
円　

山　
　

口　

芳
野　

光
世
様　

（
故　

康
行
様
）

◇
一
万
円　

馬　
　

敷　

永
芳　
　　

孝
様　
（
故　

ヒ
ロ
子
様
）

◇
一
万
円　

浦　
　

田　

原　
　

 

照
代
様　

（
故　

一
市
様
）

◇
一
万
円　

筑
穂
栄
町　

藤
井　

一
之
様　
（
故　

千
恵
子
様
）

◇
一
万
円　

長　
　

尾　

大
久
保　
美
津
江
様　
（
故　
白
石
秀
信
様
）

◇
一
万
円　

長　
　

尾　

木
村　

豊
子
様　

（
故　

光
良
様
）

◇
一
万
円　

北 

古 

賀　

春
山　

幸
保
様　

（
故　

憲
久
様
）

◇
一
万
円　

出 

雲 

東　

右
橋　
美
知
子
様　

（
故　

勝
彦
様
）

◇
一
万
円　

阿　
　

恵　

矢
野　
富
美
子
様　

（
故　

菅
子
様
）

◇
一
万
円　

阿　
　

恵　

吉
原　
　　

章
様　
（
故　

ト
ヨ
コ
様
）

◇
一
万
円　

上　
　

揚　

藤
井　

茂
樹
様　

（
故　

好
太
様
）

庄
内
地
区
社
協

◇
一
万
円　

赤　
　

坂　

大
隈　
　
　

隆
様　
（
故　

実
代
子
様
）

◇
五
千
円　

新
町
一
区　

永
田　

次
男
様　
（
故　

嘉
代
子
様
）

◇
一
万
円　

有
　

安　

新
開　

良
正
様　
（
故　

ツ
ル
ヱ
様
）

《
初
盆
寄
付
》

楽
市
校
区
西
社
協

◇
二
万
円　

秋　
　

松　

西
園　

清
志
様　

（
故　

艶
子
様
）

平
恒
校
区
社
協

◇
二
万
円　

南　
　

尾　

尾
籠　

勝
宜
様　
（
故　

キ
メ
子
様
）

◇
一
万
円　

平
恒
本
町　

松
尾　
久
仁
子
様　

（
故　

藤
利
様
）

高
田
校
区
社
協

◇
二
万
円　

見　
　

田　

横
山　

義
喜
様　
（
故　

芙
蓉
子
様
）

椋
本
校
区
社
協

◇
一
万
円　

椿
　

　
　

石
田　
　
　

勉
様　
（
故　
勝 

歌
子
様
）

◇
一
万
円　

椿
　

　
　

和
田　

祥
子
様　
（
故　

ハ
ギ
ヱ
様
）

◇
一
万
円　

弁　
　

分　

岡
松　

悦
子
様　

（
故　

正
美
様
）

若
菜
校
区
社
協

◇
一
万
円　

弁　
　

分　

岡
松　

悦
子
様　

（
故　

正
美
様
）

◇
一
万
円　

小
正
三
区　

野
村　

鏡
子
様　
（
故 

小
鶴
ス
マ
子
様
）

頴
田
地
区
社
協

◇
一
万
円　

鹿
毛
馬
中　

安
藤　

利
光
様（
故　

サ
カ
ヱ
様
）

筑
穂
地
区
社
協

◇
一
万
円　

筑
穂
栄
町　

藤
井　

一
之
様　
（
故　

千
恵
子
様
）

◇
一
万
円　
　
　
　
　
　

岩
下　

整
治
様　

（
故　

福
市
様
）

庄
内
地
区
社
協

◇
一
万
円　

有
　

安　

新
開　

良
正
様　
（
故　

ツ
ル
ヱ
様
）



▼
本
会
に
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
方
で
、他
の「
福

祉
団
体
等
」へ
の
寄
付
も
あ
わ
せ
て
掲
載
し

ま
す
。

▼
本
会
に
寄
付
が
な
く
て
も
地
区
社
協
へ
ご
寄

付
さ
れ
た
方
は
掲
載
い
た
し
ま
す
。

　

但
し
、他
の
福
祉
団
体
等
へ
の
寄
付
分
は
掲

載
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
飯
塚
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
寄
付
金
は
確

定
申
告
に
よ
っ
て
、所
得
税
法
の「
寄
附
金
控

除
」又
は
、租
税
特
別
措
置
法
の「
税
額
控

除
」を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

お

知

ら

せ

地
区
社
協
へ
の
寄
付

《
香
典
寄
付
》

●
本
所

立
岩
地
区

◇
三
万
円　

柏

の

森　

松
岡　

秋
男
様　

（
故　

智
子
様
）

飯
塚
東
地
区

◇
五
万
円　

上
三
緒
第
三　

田
才　
千
恵
子
様　

（
故　

博
之
様
）

◇
二
万
三
千
円　

東
ヶ
丘　

吉
良　

安
子
様　

（
故　

秀
明
様
）

鯰
田
地
区

◇
一
万
円　

市

の

間　

入
江　

通
浩
様　
（
故　

と
よ
子
様
）

二
瀬
地
区

◇
五
万
円　

西

横

田　

花
村　

正
幸
様　

（
故　

道
子
様
）

◇
五
万
円　
　

　

　

　

花
村　

謙
一
様　
（
故　

ミ
ツ
子
様
）

◇
五
万
円　

伊
　

川　

岡
本　
　

秀
様
（
故　
瀨
在
丸　
政
勝
様
）

◇
五
万
円　

乙
　

丸　

瓜
生　
　

忍
様　

（
故　
　

贒
様
）

◇
一
万
円　

東

横

田　

大
隈　
　

剛
様　
（
故　

ヨ
シ
子
様
）

◇
三
万
円　

西
伊
岐
須　

花
野　
　

操
様　

（
故　
　

稔
様
）

幸
袋
地
区

◇
二
万
円　

幸
袋
本
町　

野
見
山　
俊
郎
様　
（
故　

美
代
子
様
）

●
穂
波
支
所

◇　
　
　
　

忠
隈
二
区　

中
山　

輝
子
様　

（
故　

義
光
様
）

◇　
　
　
　

平
　

恒　

松
尾　

フ
ユ
子
様　
（
故　
久
保
タ
ズ
子
様
）

◇　
　
　
　

南
　

尾　

新
川　

米
子
様　

（
故　

良
治
様
）

◇　
　
　
　

神

の

浦　

豊
原　

理
恵
子
様　

（
故　
　

亘
様
）

◇　
　
　
　

高
　

田　

原
田　

三
夫
様　

（
故　

利
江
様
）

◇　
　
　
　

久

保

白　

吉
村　
冨
士
子
様　

（
故　

信
敏
様
）

◇　
　
　
　

椋
　

本　

稲
冨　

新
一
様
（
故　

ワ
カ
子
様
）

◇　
　
　
　

椋
　

本　

菅　
　

喜
生
様　
（
故　

す
ず
子
様
）
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◇　
　
　
　

椿
　

　
　

本
山　

憲
子
様　

（
故　

𠮷
孝
様
）

◇　
　
　
　

椿
　

　
　

瓜
生　

智
代
様
（
故　

信
田
和
代
様
）

◇　
　
　
　

椿
　

　
　

田
江　

節
子
様　

（
故　
　

勇
様
）

◇　
　
　
　

弁　
　

分　

岡
松　

悦
子
様　

（
故　

正
美
様
）

◇　
　
　
　

弁　
　

分　

關
屋　
浩
二
郎
様　

（
故　

久
代
様
）

◇　
　
　
　

弁　
　

分　

高
倉　

敏
則
様　

（
故　

正
則
様
）

◇
一
万
円　

枝
国
三
区　

坂
本　

勝
子
様　

（
故　

満
治
様
）

◇
一
万
円　

秋

松

西　

滝
尾　
　

力
様　
（
故　
安
河
内 

恒
雄
様
）

●
頴
田
支
所

◇　
　
　
　

上
勢
田
東　

松
井　

美
樹
様　

（
故　
　

眞
様
）

●
庄
内
支
所

◇
一
万
円　

新
町
二
区　

田
中　

年
子
様　

（
故　

光
雄
様
）

◇
一
万
円　

赤
　

坂　

近
藤　

光
彦
様　

（
故　

光
正
様
）

◇
一
万
円　

有
　

安　

新
開　

良
正
様　
（
故　

ツ
ル
ヱ
様
）

◇
五
千
円　

新
町
一
区　

永
田　

次
男
様　
（
故　

嘉
代
子
様
）

《
初
盆
寄
付
》

飯
塚
地
区

◇
五
万
円　

徳
前
第
三　

近
藤　
江
美
子
様　

（
故　

良
江
様
）

菰
田
地
区

◇
五
万
円　

昭

和

通　

柴
田　

靖
子
様　

（
故　

純
一
様
）

鎮
西
地
区

◇
五
万
円　

東

潤

野　

久
保
山　
和
朗
様　

（
故　

京
子
様
）

●
穂
波
支
所

◇
一
万
円　

秋　
　

松　

西
園　

清
志
様　

（
故　

艶
子
様
）

◇
一
万
円　

南　
　

尾　

尾
籠　

勝
宜
様
（
故　

キ
メ
子
様
）

◇
一
万
円　

南　
　

尾　

新
川　

米
子
様　

（
故　

良
治
様
）

◇
一
万
円　

神

の

浦　

豊
原　
理
恵
子
様　

（
故　
　

亘
様
）

◇
一
万
円　

平　
　

恒　

河
原　

京
子
様　

（
故　

章
三
様
）

◇
一
万
円　

平
恒
本
町　

松
尾　
久
仁
子
様　

（
故　

藤
利
様
）

◇
一
万
円　

津　
　

原　

大
城　
美
智
子
様　

（
故　
　

守
様
）

◇
一
万
円　

見　
　

田　

横
山　

義
喜
様
（
故　

芙
蓉
子
様
）

◇
一
万
円　

椿
　

　
　

石
田　
　

勉
様　
（
故　
勝 

歌
子
様
）

◇　
　
　
　

椿
　

　
　

和
田　

祥
子
様　

（
故　

ハ
ギ
ヱ
様
）

◇
一
万
円　

弁　
　

分　

岡
松　

悦
子
様　

（
故　

正
美
様
）
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お身体が不自由で、お1人では公共交通機関の利用が困難な方の移送支援として社協の公用車
を運転してくださるボランティアさんを募集しています。

飯塚市社会福祉協議会（ボランティアセンター）
〒820-0011　飯塚市柏の森956-4 ☎0948-23-2210  FAX 0948-23-2262

運転ボランティアさんを募集しています！
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心配ごと相談日（相談の受付時間は、いずれも午後1時～3時）

※飯塚本所（奇数月の第2金曜日）穂波支所（奇数月の第4火曜日）  庄内支所（奇数月の第3木曜日）  筑穂支所（偶数月の第1水曜日）  頴田支所（偶数月の第4木曜日）

◆飯塚本所
◆穂波支所
◆筑穂支所
◆庄内支所
◆頴田支所

飯塚本所 14日 9日
11月 12月 1月 2月

穂波支所 25日 27日
庄内支所 20日 15日

3日 4日
25日 26日

筑穂支所
頴田支所

☎0948-23-2210
☎0948-29-5520
☎0948-72-3085
☎0948-82-4736
☎0948-92-5855

「福祉のしごと就職フェアin筑豊」開催します！「福祉のしごと就職フェアin筑豊」開催します！

　　障がい児者秋のバスハイクを開催します
障がい児者とその家族または介助者（1家族2名まで）、およびボランティア希望の方を募ります。

　　　　　福祉施設等への就職をご希望の一般の方及び令和8年３月卒業予定の学生
　　　　  （高校生は対象外）。無資格・未経験の方も大歓迎です。
対象者

　　　　　参加事業所との面談会。担当者が、仕事内容、待遇、職場の雰囲気等についてお話しします。福祉の現場の
　　　　  声を聞いてみませんか？また、福祉人材バンクへの求職登録や、福祉関係の資格相談等も行います。
内　容

　　　　　令和7年11月22日（土）13時～１５時３０分　立岩交流センター日時・会場

　　　　　久村担　　当 0948-43-3602電　話筑豊地区福祉人材バンク問い合わせ先

１. 日　　　　時
2. 行 き 先
3. 集合解散場所
4. 参 加 費
5. 参 加 定 員
6. 申 込 期 間
7. 参加申込み受付

令和7年11月2日（日） 10時出発～15時00分頃帰着予定
小石原焼伝統産業会館（カホテラスで昼食後小石原へ行きます）
飯塚市社会福祉協議会 穂波支所（ふれあい会館前）
1,000円
30名（定員になり次第締切り）
令和7年10月1日（水）～10月24日（金）
飯塚市社会福祉協議会 地域課（電話 0948-23-2210  担当：藤原・是木）

参加
無料

入退場
自由

予約
不要

無資格・
未経験
歓迎

服装
自由

履歴書
不要

一般
歓迎

新卒
歓迎

ふじわら ぜ　ぎ

【内　　　容】 

月に2～４回、平日の9時から16時半までの間の数時間程度、社協の依頼に応じて社協の公用車
（軽自動車またはリフトワゴン車）の運転が可能な方（普通運転免許1種、AT限定可能）。
主に飯塚市内が移送支援範囲となります。
※ボランティア未経験の方でも、活動前に講習を行い、支援の同行も体験していただくので安心
　してご応募ください。

【募集対象者】 

【お申込み・お問合せ先】 

移送支援事業

参加者募集

お申込みお待ちしています！




